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(57)【要約】
【課題】無線発信機の位置を正確に検出できるようにす
る。
【解決手段】各部屋内にＡＰ２０を設置するとともに、
部屋の出入口の正面を外した位置の廊下にＡＰ２０を設
置し、一の無線ＩＣタグ１０からの信号を受信した複数
のＡＰの受信電界強度のうち、所定期間内における強度
の変動の程度を表す値が所定値より小さい受信電界強度
に基づいて、一の無線ＩＣタグ１０が存在する部屋また
は廊下の位置を検出する位置検出部３３を備え、無線Ｉ
Ｃタグ１０が部屋内にあるときに、強度の変動が大きく
なる廊下のＡＰ２０の受信電界強度を除外した残りの受
信電界強度に基づいて無線ＩＣタグ１０の位置を検出す
ることにより、部屋内に設置されたＡＰ２０よりも、廊
下に設置されたＡＰ２０の受信電界強度が強くなるよう
なことがあっても、部屋内にある無線ＩＣタグ１０が廊
下にあると誤検出してしまうことを防止できるようにす
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　施設の部屋内および廊下に設置された無線受信機と、
　信号を発信する可搬型の無線発信機と、
　上記無線受信機が上記無線発信機から受信した信号の受信電界強度に基づいて、上記無
線発信機が存在する部屋または廊下の位置を検出する位置検出部とを備え、
　上記廊下の上記無線受信機は、上記部屋の出入口の正面を外した位置に設置され、
　上記位置検出部は、一の無線発信機からの信号を受信した複数の無線受信機の受信電界
強度のうち、所定期間内における強度の変動の程度を表す値が所定値より小さい受信電界
強度に基づいて、上記一の無線発信機が存在する部屋または廊下の位置を検出することを
特徴とする位置検出システム。
【請求項２】
　上記部屋内の上記無線受信機は、上記部屋の出入口の正面の位置に設置されることを特
徴とする請求項１に記載の位置検出システム。
【請求項３】
　上記位置検出部は、上記複数の無線受信機のそれぞれについて、上記所定期間内におけ
る受信電界強度の分散を求め、当該分散が所定値より小さい無線受信機の受信電界強度に
基づいて、上記一の無線発信機が存在する部屋または廊下の位置を検出することを特徴と
する請求項１に記載の位置検出システム。
【請求項４】
　上記位置検出部は、上記複数の無線受信機のそれぞれについて、上記所定期間内におい
て受信電界強度に所定値以上の変動が生じた回数を求め、当該回数が所定値より小さい無
線受信機の受信電界強度に基づいて、上記一の無線発信機が存在する部屋または廊下の位
置を検出することを特徴とする請求項１に記載の位置検出システム。
【請求項５】
　上記位置検出部は、上記複数の無線受信機のそれぞれについて、上記所定期間内におけ
る受信電界強度の最大変動幅を求め、当該最大変動幅が所定値より小さい無線受信機の受
信電界強度に基づいて、上記一の無線発信機が存在する部屋または廊下の位置を検出する
ことを特徴とする請求項１に記載の位置検出システム。
【請求項６】
　施設の部屋内に設置された無線受信機および上記部屋の出入口の正面を外した位置の廊
下に設置された無線受信機のそれぞれから、当該無線受信機が可搬型の無線発信機から受
信した信号の受信電界強度を表す強度情報を取得する電界強度取得部と、
　上記電界強度取得部により取得された受信電界強度に基づいて、上記無線発信機が存在
する部屋または廊下の位置を検出する位置検出部とを備え、
　上記位置検出部は、一の無線発信機からの信号を受信した複数の無線受信機の受信電界
強度のうち、所定期間内における強度の変動の程度を表す値が所定値より小さい受信電界
強度に基づいて、上記一の無線発信機が存在する部屋または廊下の位置を検出することを
特徴とする位置検出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、位置検出システムおよび位置検出装置に関し、特に、無線発信機から発信さ
れる信号の無線受信機での受信電界強度に基づいて無線発信機の存在位置を検出するシス
テムに用いて好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、病院内における患者や看護師の位置を検出するための位置検出システムが知られ
ている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１には、無線通信を利用した位置検出法に
ついて記載されている。具体的には、特許文献１に記載の位置検出システムは、患者が所
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持する無線ペンダントあるいは腕時計型無線機等の発信機と、各病室や廊下等に設けられ
た無線基地局とを備え、発信機から無線基地局に患者のＩＤが送信され、複数の無線基地
局のうち、最も電界強度の高い無線基地局の位置を検出したり、三点の電界強度で大体の
位置を特定したりする。
【０００３】
　この他にも、無線ＬＡＮの複数のアクセスポイント（以下、ＡＰと略する）で信号が受
信された場合に、各ＡＰで受信された信号の電界強度に基づいて、信号の発信源である端
末の存在位置を特定することについて開示した技術も知られている（例えば、特許文献２
～４参照）。
【０００４】
　特許文献２に記載の位置推定システムでは、端末装置のある場所での各ＡＰからのデー
タの受信信号強度を示すヒストグラムをもとに、端末装置の位置を特定する。
【０００５】
　特許文献３に記載の位置推定サーバでは、特定のＡＰに対応付けて端末により報告され
た報告データのうち、受信電波強度の一定期間の変動を織り込んだ予測値と瞬時値の差分
が所定範囲内であることを基準とし、端末位置の精度が高く、伝搬路変動の小さいデータ
を重視して、特定のＡＰを推定する。
【０００６】
　特許文献４に記載のエリア判別装置では、携帯端末は、エリア間の出入口ごとに、ＡＰ
によって発信された電波に関する受信信号強度を対応付けて記憶する。携帯端末は、ＡＰ
ごとに取得された受信信号強度と、出入口ごとに記憶したＡＰ別の受信信号強度とを用い
て、携帯端末がエリア間を遷移する尤もらしさを表す遷移尤度を遷移先のエリア別に算出
する。携帯端末は、エリア別に算出された存在尤度および遷移先のエリア別に算出された
遷移尤度に基づいて、携帯端末が存在するエリアを判別する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－２７８７９１号公報
【特許文献２】特開２０１５－６８６９５号公報
【特許文献３】特開２０１３－１５４１８号公報
【特許文献４】特開２０１３－２３２８０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記特許文献１に記載のように、各病室や廊下にＡＰを設置して、ユーザが所持する発
信機からＡＰで受信される信号の電界強度に基づいてユーザの位置を検出するシステムの
場合、発信機が存在する位置や向きとＡＰの設置位置との関係によっては、ユーザがいる
本来の位置とは異なる位置が誤検出される恐れがあるという問題があった。
【０００９】
　すなわち、ユーザが部屋内にいるとき、その部屋内に設置されたＡＰよりも、廊下に設
置されたＡＰの方の距離が近かったり、廊下に設置されたＡＰの方に発信機が向いていた
りすると、ユーザのいる部屋に設置されたＡＰの受信電界強度よりも、廊下に設置された
ＡＰの受信電界強度が大きくなることがある。この場合、ユーザが廊下にいると誤検出し
てしまう恐れがあった。
【００１０】
　本発明は、このような問題を解決するために成されたものであり、施設の部屋内および
廊下に無線受信機を設置して、無線発信機から無線受信機で受信される信号の受信電界強
度に基づいて無線発信機の位置を検出するシステムにおいて、無線発信機の位置を正確に
検出できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
　上記した課題を解決するために、本発明では、施設の部屋内および当該部屋の出入口の
正面を外した位置の廊下に無線受信機を設置し、一の無線発信機からの信号を受信した複
数の無線受信機の受信電界強度のうち、所定期間内における強度の変動の程度を表す値が
所定値より小さい受信電界強度に基づいて、一の無線発信機が存在する部屋または廊下の
位置を検出するようにしている。
【発明の効果】
【００１２】
　上記のように構成した本発明によれば、無線発信機が部屋内にある場合、その部屋内に
ある無線受信機で受信される信号の受信電界強度は変動が小さくなる一方、部屋の出入口
の正面を外した位置に設置されている廊下の無線受信機で受信される信号の受信電界強度
は、変動が比較的大きくなる。そして、この変動の大きい廊下の無線受信機の受信電界強
度を除外した残りの受信電界強度に基づいて、無線発信機の位置が検出される。このため
、無線発信機が存在する位置や向きと無線受信機の設置位置との関係によって、部屋内に
設置された無線受信機よりも、廊下に設置された無線受信機の受信電界強度が強くなるよ
うなことがあっても、部屋内にある無線発信機が廊下にあると誤検出してしまうことを防
止し、無線発信機の位置を正確に検出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態による位置検出システムのハードウェア構成例を示す図である。
【図２】本実施形態による複数のＡＰの配置例を示す図である。
【図３】本実施形態によるＡＰおよび端末の機能構成例を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。図１は、本実施形態による位置
検出システムのハードウェア構成例を示す図である。図１に示すように、本実施形態の位
置検出システムは、看護師が所持する無線ＩＣタグ１０と、病院等の施設の部屋内および
廊下に設置された無線ＬＡＮのアクセスポイント（ＡＰ）２０と、無線ＩＣタグ１０（こ
れを所持する看護師）の存在位置を検出する端末３０とを備えて構成されている。
【００１５】
　無線ＩＣタグ１０は、一定間隔で信号を発信する可搬型の無線発信機の一例である。例
えば、無線ＩＣタグ１０は、ＢＬＥ（Bluetooth Low Energy）の発信機能を有しており、
タグアドレスを含んだ信号を一定間隔で発信する。なお、図１では簡略的に無線ＩＣタグ
１０を１つのみ図示しているが、実際には看護師の数だけ存在する。
【００１６】
　ＡＰ２０は、無線ＩＣタグ１０から発信された信号を受信する無線受信機の一例である
。ＡＰ２０は、無線ＩＣタグ１０から受信した信号の受信電界強度を検出する機能を有し
ている。ＡＰ２０は、無線ＩＣタグ１０から受信した信号に含まれているタグアドレスに
加え、ＡＰアドレスおよび受信電界強度の情報を端末３０に送信する。
【００１７】
　なお、図１では簡略的にＡＰ２０を１つのみ図示しているが、実際には病院内の複数箇
所に設置されている。このうち、ＢＬＥの通信圏内にあるＡＰ２０だけが無線ＩＣタグ１
０から信号を受信する。無線ＩＣタグ１０のＢＬＥの通信圏内に複数のＡＰ２０が存在す
る場合は、当該複数のＡＰ２０が１つの無線ＩＣタグ１０から信号を受信する。そして、
それぞれのＡＰ２０が、タグアドレス、ＡＰアドレスおよび受信電界強度を含む情報を端
末３０に送信する。
【００１８】
　ＡＰ２０と端末３０との間は、例えば有線のＬＡＮケーブル等で接続されている。また
は、複数のＡＰ２０どうしを無線で接続するとともに、図示しない中継装置を更に備えて
当該中継装置と端末３０との間を有線で接続するようにしてもよい。この場合、複数のＡ
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Ｐ２０からリレー形式で情報を中継装置に伝達し、複数のＡＰ２０から伝達された情報を
一括して中継装置から端末３０に送信する。なお、複数のＡＰ２０と端末３０との間の接
続形態は任意であり、本発明は特定の接続形態に限定されるものではない。
【００１９】
　端末３０は、本発明の位置検出装置に相当するものであり、ＡＰ２０から送信される情
報に含まれている受信電界強度に基づいて、無線ＩＣタグ１０が存在する部屋または廊下
の位置を検出する。例えば、端末３０が受信した情報の中に、同じタグアドレスを含むも
のが１つしかない場合は、１つの無線ＩＣタグ１０から発信された信号をＢＬＥ通信圏内
にある１つのＡＰ２０のみで受信したということである。よって、この場合、端末３０は
、そのタグアドレスと共に送信されたＡＰアドレスで示されるＡＰ２０が存在する部屋ま
たは廊下の位置に、無線ＩＣタグ１０が存在すると判定する。
【００２０】
　一方、端末３０が受信した情報の中に、同じタグアドレスを含むものが複数ある場合は
、１つの無線ＩＣタグ１０から発信された信号をＢＬＥ通信圏内にある複数のＡＰ２０で
受信したということである。よって、この場合、端末３０は、そのタグアドレスと共に送
信されたＡＰアドレスで示される複数のＡＰ２０の中から何れか１つを特定し、特定した
ＡＰ２０が存在する部屋または廊下の位置に無線ＩＣタグ１０が存在すると判定する。こ
のとき、端末３０は、それぞれのＡＰアドレスと共に送信された受信電界強度（すなわち
、各ＡＰ２０で検出された受信電界強度）に基づいて、何れか１つのＡＰ２０を特定する
。なお、この具体的な特定方法については後述する。
【００２１】
　図２は、複数のＡＰ２０の配置例を示す図である。図２は、病院内のレイアウトを示し
た図であり、複数の病室２０１～２０６、ナースステーション２０７、診察室２０８およ
び廊下２０９が存在する。ＡＰ２０は、複数の病室２０１～２０６、ナースステーション
２０７、診察室２０８および廊下２０９のそれぞれに設置されている。すなわち、病室２
０１～２０６、ナースステーション２０７、診察室２０８の各部屋内に１つずつＡＰ１１
～１８が設置されるとともに、廊下２０９の複数箇所にＡＰ２１～ＡＰ２８が設置されて
いる。
【００２２】
　ここで、廊下２０９のＡＰ２１～ＡＰ２８は、各部屋２０１～２０８の出入口の正面を
外した位置に設置されている。例えば、廊下２０９のＡＰ２１は、病室２０１，２０２の
出入口の正面を外した位置（出入口から斜めの位置）に設置されている。また、廊下２０
９のＡＰ２２は、病室２０２，２０３の出入口の正面を外した位置に設置されている。他
のＡＰ２３～ＡＰ２８も同様である。
【００２３】
　これに対し、各部屋２０１～２０８内のＡＰ１１～ＡＰ１８は、部屋の出入口の正面の
位置に設置されている。なお、部屋内に置かれる什器や部屋の建築構造上、ＡＰ１１～Ａ
Ｐ１８を部屋の出入口の正面の位置に設置することが難しい場合もあり得るため、出入口
の正面の位置に設置することは必須ではないが、可能であればそのような位置に設定する
のが好ましい。
【００２４】
　図３は、図１に示したＡＰ２０および端末３０の機能構成例を示すブロック図である。
図３に示すように、ＡＰ２０は、その機能構成として、受信部２１、送信部２２および受
信電界強度検出部２３を備えている。また、端末３０は、その機能構成として、受信部３
１、受信電界強度取得部３２および位置検出部３３を備えている。
【００２５】
　ＡＰ２０の受信部２１は、無線ＩＣタグ１０から発信された信号（タグアドレスを含む
）を受信する。受信電界強度検出部２３は、無線ＩＣタグ１０から受信した信号の受信電
界強度を検出する。送信部２２は、無線ＩＣタグ１０から受信した信号に含まれるタグア
ドレスと、自機器のＡＰアドレスと、受信電界強度検出部２３により検出された受信電界
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強度とを含む情報を端末３０に送信する。
【００２６】
　端末３０の受信部３１は、ＡＰ２０から送信された情報を受信する。受信電界強度取得
部３２は、受信部３１により受信された情報の中から受信電界強度を表す強度情報を取得
する。位置検出部３３は、受信電界強度取得部３２により取得された強度情報により示さ
れる受信電界強度に基づいて、無線ＩＣタグ１０が存在する部屋または廊下の位置を検出
する。
【００２７】
　上述したように、受信部３１が受信した情報の中に、同じタグアドレスを含むものが複
数ある場合、位置検出部３３は、受信部３１が受信したそれぞれの情報に含まれる各ＡＰ
２０の受信電界強度に基づいて、何れか１つのＡＰ２０を特定し、特定したＡＰ２０が存
在する部屋または廊下の位置に無線ＩＣタグ１０が存在すると判定する。例えば、位置検
出部３３は、受信電界強度が最大のＡＰ２０が存在する部屋または廊下の位置に無線ＩＣ
タグ１０が存在すると判定する。
【００２８】
　このとき、位置検出部３３は、一の無線ＩＣタグ１０からの信号を受信した複数のＡＰ
２０の受信電界強度のうち、所定期間内における強度の変動の程度を表す値が所定値より
小さい受信電界強度に基づいて、一の無線ＩＣタグ１０が存在する部屋または廊下の位置
を検出する。すなわち、位置検出部３３は、所定期間内における強度の変動が大きい受信
電界強度は除外して、残りの受信電界強度の中で強度が最大のＡＰ２０を特定する。
【００２９】
　例えば、無線ＩＣタグ１０を所持した看護師が病室２０５の中にいるとき、無線ＩＣタ
グ１０から発信された信号は、病室２０５の中に設置されたＡＰ２５はもちろん、近くの
廊下２０９に設置された２つのＡＰ２６，ＡＰ２７でも受信される可能性がある。このと
き、位置検出部３３は、３つのＡＰ１５，ＡＰ２６，ＡＰ２７の中から受信電界強度が最
大のＡＰを特定する。
【００３０】
　ここで、看護師が無線ＩＣタグ１０を首紐に繋げて身体の正面に配置し、看護業務のた
めに病室２０５内のＡＰ１５に背を向けていたりすると、病室２０５内のＡＰ１５の受信
電界強度よりも、廊下２０９のＡＰ２６，ＡＰ２７の受信電界強度の方が強くなることも
あり得る。しかし、廊下２０９のＡＰ２６，ＡＰ２７は、電波が通りやすい病室２０５の
出入口の正面を外した位置に設置されているので、同室の患者によって出入口の開閉が行
われたり、出入口と看護師との位置関係が看護師の動きに応じて変わったりすると、廊下
２０９のＡＰ２６，ＡＰ２７での受信電界強度は変動して不安定になる。
【００３１】
　本実施形態では、所定期間内における強度の変動の程度を表す値が所定値より小さい受
信電界強度に基づいて、ＡＰ２０の特定を行う。このため、強度の変動が大きくなる廊下
２０９のＡＰ２６，ＡＰ２７の受信電界強度は除外され、強度が安定している病室２０５
のＡＰ１５の受信電界強度のみから最大強度のＡＰが特定される。つまり、この場合は病
室２０５のＡＰ１５が特定され、看護師が病室２０５の中にいるという正しい位置検出を
行うことができる。
【００３２】
　所定期間内における強度の変動の程度を表す値として、種々の値を用いることが可能で
ある。例えば、位置検出部３３は、一の無線ＩＣタグ１０のタグアドレスと共にＡＰアド
レスおよび受信電界強度の情報が送信された複数のＡＰ１５，ＡＰ２６，ＡＰ２７のそれ
ぞれについて、所定期間（例えば、１０秒）内における受信電界強度の分散を求める。そ
して、当該分散が所定値より小さいＡＰの受信電界強度に基づいて、一の無線ＩＣタグ１
０が存在する部屋または廊下の位置を検出する。
【００３３】
　あるいは、位置検出部３３は、複数のＡＰ１５，ＡＰ２６，ＡＰ２７のそれぞれについ
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て、所定期間内において受信電界強度に所定値以上の変動が生じた回数を求め、当該回数
が所定値より小さいＡＰの受信電界強度に基づいて、一の無線ＩＣタグ１０が存在する部
屋または廊下の位置を検出するようにしてもよい。
【００３４】
　また、位置検出部３３は、複数のＡＰ１５，ＡＰ２６，ＡＰ２７のそれぞれについて、
所定期間内における受信電界強度の最大変動幅を求め、当該最大変動幅が所定値より小さ
いＡＰの受信電界強度に基づいて、一の無線ＩＣタグ１０が存在する部屋または廊下の位
置を検出するようにしてもよい。
【００３５】
　以上詳しく説明したように、本実施形態では、各部屋２０１～２０８内にＡＰ１１～Ａ
Ｐ１８を設置するとともに、出入口の正面を外した位置の廊下２０９にＡＰ２１～ＡＰ２
８を設置し、一の無線ＩＣタグ１０からの信号を受信した複数のＡＰの受信電界強度のう
ち、所定期間内における強度の変動の程度を表す値が所定値より小さい受信電界強度に基
づいて、一の無線ＩＣタグ１０が存在する部屋または廊下の位置を検出するようにしてい
る。
【００３６】
　このように構成した本実施形態によれば、無線ＩＣタグ１０が部屋内にある場合、変動
が大きくなる廊下２０９のＡＰ２１～ＡＰ２８の受信電界強度を除外した残りの受信電界
強度に基づいて、無線ＩＣタグ１０の位置が検出される。このため、無線ＩＣタグ１０が
存在する位置や向きとＡＰ２０の設置位置との関係によって、部屋内に設置されたＡＰ２
０よりも、廊下に設置されたＡＰ２０の受信電界強度が強くなるようなことがあっても、
部屋内にある無線ＩＣタグ１０が廊下にあると誤検出してしまうことを防止し、無線ＩＣ
タグ１０の位置を正確に検出することができる。
【００３７】
　なお、上記実施形態では、無線発信機の一例としてＢＬＥの無線ＩＣタグ１０を用い、
無線受信機の一例として無線ＬＡＮのＡＰ２０を用いる例について説明したが、本発明は
これに限定されない。すなわち、数メートルの通信圏内で無線により信号を受発信するも
のであれば何れも用いることが可能である。
【００３８】
　また、上記実施形態では、無線ＩＣタグ１０を所持した看護師の位置を検出する例につ
いて説明したが、本発明はこれに限定されない。例えば、無線ＩＣタグ１０を患者が所持
し、患者の位置を検出する運用例にも適用することが可能である。
【００３９】
　その他、上記実施形態は、何れも本発明を実施するにあたっての具体化の一例を示した
ものに過ぎず、これによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないもので
ある。すなわち、本発明はその精神、またはその主要な特徴から逸脱することなく、様々
な形で実施することができる。
【符号の説明】
【００４０】
　１０　無線ＩＣタグ（無線発信機）
　２０　ＡＰ（無線受信機）
　２３　受信電界強度検出部
　３０　端末（位置検出装置）
　３２　受信電界強度取得部
　３３　位置検出部
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